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６月１日～７日は水道週間です
　　　　　水道について水道利用者の理解
　　　　　と関心を高め、公衆衛生の向上と
生活環境の改善を図るとともに、水道事業の
発展を目的に毎年実施されています。
今年は、

「おいしいな　だいじなお水　ごくごくり」
をスローガンとして、さまざまな広報活動が全
国で行われています。

水道週間とは

　
水
道
が
使
え
な
い
場
合
、
池

や
川
の
水
は
直
接
飲
め
な
い
た

め
、
飲
み
水
や
炊
事
用
の
水
を

購
入
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
利

用
に
も
影
響
が
あ
る
た
め
、
衛

生
状
態
が
悪
く
な
り
病
気
が
流

行
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が

も
た
ら
し
た
水
道
へ
の
影
響

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
断
水
戸
数
は
約

２
５
０
万
戸
。
宮
城
県
や
茨
城
県
で
は
総

戸
数
の
約
７
割
以
上
が
断
水
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
に
は
全
国
か
ら
応
援
が
派
遣
さ

れ
、
応
急
給
水
や
応
急
復
旧
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
市
も
給
水
車
と
職
員
を
派

も
し
も
水
道
が

使
え
な
く
な
っ
た
ら

　
現
在
、
日
本
で
の
一
人
当
た
り
の
一
日

の
水
の
消
費
量
は
約
３
０
０
㍑
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
水
洗
便
所
の
普
及
な
ど
、
生

活
様
式
の
変
化
に
伴
い
１
９
６
５
年
か
ら

２
０
０
０
年
ま
で
の
間
に
消
費
量
は
約
２

倍
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
近
年
は
節
水
型

家
電
製
品
の
普
及
な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

遣
し
、
給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
震
災
発
生
か
ら
３
週
間
で
約
₉0
％
が
復

旧
し
た
も
の
の
、
余
震
の
影
響
な
ど
も
あ

り
復
旧
完
了
ま
で
に
は
半
年
も
の
期
間
が

か
か
り
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
は
、
飲
料
水
不
足
や
ト
イ
レ
・

手
洗
い
な
ど
の
生
活
用
水
不
足
に
よ
る
衛

生
環
境
の
悪
化
な
ど
で
、
多
く
の
方
が
不

便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い

非
常
事
態
に
備
え
準
備
を

　
本
市
で
も
、
近
い
将
来
に
発
生
が
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
り
水
道
施

設
が
被
災
し
、
断
水
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
徳
島
県
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被

害
想
定（
第
二
次
）」で
は
、
本
市
の
断
水被災地で飲料水を配る本市の給水車

率
は
地
震
発
生
直
後
で
約
₈5
％
、
１
カ
月

後
で
も
約
3₉
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
本
市
で
は
耐
震
性
能
に

優
れ
た
水
道
管
を
採
用
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
に
対
策
を
行
っ
て
も
、
絶
対
に
断

水
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
水
道
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
必

要
最
低
限
の
水
の
備
蓄
や
給
水
袋
の
準
備

な
ど
、
ご
家
庭
で
も
非
常
時
に
備
え
た
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
、
広
報
な
る
と
９
月
号
で「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た
水
道
事

業
の
取
り
組
み
」を
紹
介
し
ま
す
。

私たちの普段の生活の中では蛇口をひねると、いつでもきれいな
水道水が出てきます。当たり前のように使っていますが、もし

使えなくなったらどうなるでしょうか。飲み水、トイレ、お風呂など、
日常生活に大きな影響がでます。
　実際に東日本大震災では多くの場所で水道が使えなくなりました。
震災を教訓にして、今一度水道の大切さについて考えてみましょう。

～ おいしいな　だいじなお水　ごくごくり ～

問 市企業局水道企画課 ☎685・3330

水道事業連載 第８回

安全

安心


